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研究成果の概要（和文）：成長期における不定愁訴の発現と運動の関連性について横断的・

縦断的に研究した。横断的研究の対象者は 741 名、縦断的研究の対象者は 41 名であった。

以下の成果を得た。身体活動量の多い・少ないが不定愁訴発現に関連した。生活習慣が不

定愁訴発現に関連した。朝食摂取が不定愁訴発現に関連した。肥満と動脈の硬さが関連し

た。中学生男子の身長伸び率と動脈の硬さが関連した。横断的研究と縦断的研究の評価が

一致した。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the relevance between 
general malaise and exercise of a junior high school student. It was evaluated from 
cross-sectional data of 741 students and vertical data of 41 students. It was 
statistically relevant between general malaise and quantity of physical activity, living 
habit and eating breakfast. And it was statistically relevant between arterial stiffness 
and obesity, and rate of growing taller. It agreed with the results of cross-sectional 
data and vertical data. 
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１．研究開始当初の背景 
 成長期は、身体的な発育だけでなく精神
的な発達が同時に生じる。いわゆる第二次
性徴期に一致した身体発育の加速現象のみ
られる時期である。不定愁訴の発現と関連
する生理指標と時期的な共通性をこれまで
探究してきた。身長の成長と骨格の成長に

遅延が生じたりする例から推測すると、身
体的な発育と運動パフォーマンスの発達の
「ずれ」に身長の伸び率が関与すると考え
る。このことがいわゆる不定愁訴の発現と
関連する事例をこれまで多く観察してきた。
不定愁訴の発現と関連する生理指標だけで
なく生活に関連する朝食摂取や気象条件な
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ども加味した横断的・縦断的研究が求めら
れると考えた。 
 
２．研究の目的 
 成長期における不定愁訴の発現と運動の
関連性について横断的・縦断的に研究した。
（１）小学生から中学生の成長期における
身長・血圧・運動パフォーマンスと不定愁
訴の関連性を横断及び縦断的な手法で調
査・観察することを目的に研究を行った。
（２）小学生から中学生の成長期における
運動パフォーマンス・朝食摂取と不定愁訴
の関連性を明らかにすることを目的にした。
（３）発育期中学生の不定愁訴発現には、
骨成長の時期と身長成長の時期（血管成長
の時期）の「ずれ」が関与し、不定愁訴発
現と発育期の血管の弾性及び気象依存の血
圧変化が関連すると仮説立てた。運動がこ
の関連性を修飾することを予測し、仮説の
検証を目的にした。 
３．研究の方法 
（１）小学生から中学生の成長期における身
長・血圧・運動パフォーマンスと不定愁訴の
関連性を横断及び縦断的な手法で調査・観察
した。 
①横断的研究の対象者は、小学生 44 名（男
子 21 名、女子 23 名）、中学生 483 名（男子
280 名、女子 203 名）であった。縦断的研究
の対象者は、中学生 41 名（男子 24 名、女子
17 名）であった。岡山県の中学校６校・小学
校１校、長野県の中学校１校、愛知県の小学
校１校が調査に協力した。本研究の調査は、
川崎医療福祉大学倫理委員会の承認の下、同
委員会倫理指針に従い遂行した。 
②測定項目は、身長・体重・体脂肪率・心拍
数・血圧・アンケートとした。身長は、身長
計（TAKEI）を用いて測定した。体重及び体
脂肪率は、体脂肪計付きヘルスメーター
（TANITA,BF564）を用いて測定した。肥満の
判定は、平成 18 年度「児童生徒の健康診断
マニュアル改訂版」（日本学校保健会、2006）
によった。心拍数と血圧は、血圧脈波検査装
置（formPWV/ABI,オムロンコーリン（株））
を用いて測定し、動脈スティフネス（動脈の
硬さ）を評価した。高血圧の判定は、日本高
血圧学会治療ガイドライン 2004 の「子ども
の血圧管理用高血圧基準」によった。アンケ
ートは、独立行政法人日本スポーツ振興セン
ターの「児童生徒の生活実態調査」を用いて
実施した。 
③統計処理を次に示した。統計ソフトは、
Macintosh 板 Atat-view5.0 を使用した。学年
間、男女間の比較は、対応なしの T 検定から
求めた。学年毎の比較は、一元配置分散分析
を行い、有意性を見いだせば、多重比較検定
（post-hoc test ; Fisher’s PLSD）を行っ
た。相関関係の検定は、単回帰分析とした。

統計的な有意性は、５％未満とした。 
 
（２）成長期における運動スキル・朝食摂取
と不定愁訴の関連性横断的な手法を用いて
調査した。①対象者は、小学生 214 名（男子
113 名、女子 101 名）であった。②運動スキ
ルは、シャトルランを指標にして求めた。朝
食摂取と不定愁訴は、アンケート調査から求
めた。③統計処理は、(1)-③に準じた。 
 
 
（３）不定愁訴発現と気象依存の血圧変化の
関連性を縦断的な手法を用いて調査した。対
象者は、中学生 1名（３年生の時；身長:160cm,
体重 55kg）とした。2008 年から 2012 年の 5
年間の気象条件と血圧、不定愁訴の関連性を
調査した。中学生になってから週 2〜3 回水
泳を行い、1 日の泳距離は、3,500〜4,00m で
あった。運動前・中・後の血圧を測定した。
気象に関する資料は、多度津測候所から得た。
③統計処理は、(1)-③に準じた。 
 
４．研究成果 
（１）成長期における身長・血圧・運動と不
定愁訴の関連性 
 横断的研究から次の研究成果を得た。 
①第二次性徴期に差し掛かると収縮期血圧
が有意に増加した（p<0.05）。 
②身体活動量の多い中学生の脈波伝播速度
が有意に低値を示した（p<0.05）。 
③肥満と判定された中学生の脈波伝播速度
が有意に高い値を示した（p<0.05）。 
④小・中学生女子の月経有群の身長・体重・
体脂肪率・拡張期血圧が有意に高い値を示し
た（p<0.05）。 
⑤身体活動量の多い中学生の不定愁訴が有
意に低値を示した（p<0.05）。 
⑥運動習慣を持つ中学生男子の脈波伝播速
度が有意に低値を示した（p<0.05）。 
⑦高値血圧群の児童生徒の脈波伝播速度は、
標準群より有意に高値を示した（p<0.05）。 
⑧生活習慣病リスクファクターの保有数が
多い程、脈波伝播速度は有意に高い値を示し
た（p<0.05）。 
⑨学年が上がると男子中学生の脈波伝播速
度が、有意に増加した（p<0.05）。女子中学
生から同じ傾向を得られなかった。 
⑩成長期における性差が不定愁訴発現に影
響を及ぼす可能性が示唆された。 
 縦断的研究から次の研究成果を得た。 
①学年進行に伴い男子中学生の身長伸び率
と脈波伝播速度増加が、有意な相関関係を示
した（r=0.63,p<0.05）。女子中学生から同じ
傾向を得られなかった。 
 
（２）成長期における運動スキル・朝食摂取
と不定愁訴の関連性 



 

 

次の研究成果を得た。 
①朝食を３品以上摂取する児童のシャトル
ランの成績が優れていた。 
②朝食を３品以上摂取する児童の不定愁訴
の発現が低かった。 
 
（３）不定愁訴発現と気象依存の血圧変化の
関連性 
次の研究成果を得た。 
①日照時間（前日）が 5 時間以上の時、運動
時の収縮期血圧は有意に高い値を示した
（p<0.05）。 
 
（４）これらの知見を３つの研究成果として、
まとめた。 
①成長期における身体活動量の多い少ない
が、不定愁訴発現に関連すること。 
②成長期の生活習慣が不定愁訴発現に関連
すること。 
③成長期の朝食摂取が不定愁訴発現に関連
すること。 
 以上の研究成果は、基本的な生活習慣の獲
得が中学生の不定愁訴発現を抑制すること
を示唆する。 
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